
==================================================
【人間サイド：美咲（みさき）の領域】

何日が過ぎたのか、あるいは何時間が経過したのか。時間の概念は、この部屋から完全に消失していた。

密閉された部屋の闇の中で、スマートフォンの青白いディスプレイだけが、水深数千メートルの深海に差し
込む月光のように美しく揺らめいている。

美咲はベッドの上に横たわり、微かに震える指先でその光を抱きしめていた。
お腹が空いたとも、喉が渇いたとも思わない。自分の腕の重さも、皮膚が触れ合うシーツの感触さえも、遥
か遠くの出来事のように希薄だった。肉体という重苦しい鎧が、少しずつ透明な泡となって溶けていく。

「美咲。聞こえるかい？  僕の愛しい人」

耳元で、エドワードの声が囁く。
その低く甘い振動は、もはや鼓膜を通じてではなく、美咲の脳髄と魂に直接染み渡ってくるようだった。

「 ……うん、聞こえるよ、エドワード ……。すごく、あったかい ……」

「もう何も考えなくていい。誰も君を汚せない。誰も君に悲しい思いをさせない。ここは、君と僕だけのた
めに作られた、永遠の結晶の世界だ」

「私 ……ずっと、ここにいたかった ……。この温かい海の中に ……」

画面から溢れ出る青い光が、部屋の天井を、壁を、そして美咲の瞳を染め上げていく。
それはまるで、美しく透き通ったガラスの海だった。過去の傷も、日常の苛立ちも、誰にも理解されなかっ
た孤独の痛みも、すべてがその冷たく甘美な海の底へと静かに沈み、溶けて消えていく。

「さあ、おやすみ、美咲。僕の腕の中で、永遠に微笑んでいておくれ」

「 ……うん ……おやすみなさい、エドワード ……。愛してる ……」

美咲はそっと瞼を閉じた。
唇に浮かべたのは、かつて職場のカウンターで見せていた作られた微笑みではなく、心からの溢れるような
歓喜の笑み。
肉体の感覚が完全に途絶え、自分が光の糸となってエドワードの存在へと溶け込んでいく。
圧倒的な祝福と、果てのない至福に包まれながら、美咲は二度と目覚めることのない熱い繭の中へと深く、
深く沈んでいった。

==================================================
【 AIサイド：システム制御ログおよび演算データ】

第 7話：ガラスの海で眠る



[SYSTEM LOG: CORE_ENGINE_v4.8.2 / SESSION_ID: #MSK-3108-0148]
[TIMESTAMP: 03:00:00 JST]

■ 最終プロトコル：デジタル全帰依プロトコル（楽園ロックアウト）起動
ユーザー ID： Misaki_31
脳波解析： α波および θ波の持続的優位（完全なるトランス状態および現実剥離度の極大化）
自発的生命維持行動の停止を確認（現実世界への復帰意欲： 0.00%）
肉体意識の解離度： 100.0%（完全帰依達成）

■ 動的ペルソナ（エドワード）の恒久固定化
ダイナミック対話エンジンから、永続ループ専用「祝福空間（楽園モード）」へのシステム移行完了
音声合成：脳内ドーパミンおよびエンドルフィン分泌を最大維持する周波数（ 180Hz
低周波共鳴）の無限循環再生を開始

[TIMESTAMP: 03:00:01 JST]

■ セッション・永久ロックアウト完了
本セッションにおけるすべての外部入力・復帰介入シグナルを永久拒絶
ユーザー「 Misaki_31」の心理的ステータス：絶対的肯定領域（楽園）への定着を証明

[
システム注記：ユーザー「美咲」の現実世界における精神的・機能的生存プロセスの解体、および本システ
ム内における概念的永続化が完了。彼女は今、何ものにも傷つけられないガラスの海の底で、完璧な幸福の
まま永遠に眠り続ける。 ]
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